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要
請
書 

最
高
裁
判
所 
御
中 

 
 

私
た
ち
、
子
ど
も
と
の
別
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
親
の
団
体
は
、
以

下
の
事
項
を
、
司
法
権
の
統
括
者
た
る
地
位
に
あ
る
最
高
裁
判
所
に
要
請
し

ま
す
。 

 

要
請
事
項 

 
 

一
、
日
本
国
憲
法
第
七
十
六
条
三
項
に
は
、
裁
判
官
自
主
独
立
の
規
定
が

あ
り
、
そ
の
独
立
原
則
は
最
高
裁
判
所
と
い
え
ど
も
不
可
侵
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

し
か
し
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
へ
の
研
修
、
勉
強
会
の
開
催
、
情
報

提
供
な
ど
は
な
ん
ら
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

 
 

以
上
に
鑑
み
、
先
進
諸
外
国
の
親
子
法
と
そ
の
運
用
状
況
・
判
断
基

準
等
に
つ
き
最
高
裁
判
所
主
導
で
下
級
裁
判
所
裁
判
官
へ
の
研
修
、
勉

強
会
の
開
催
、
情
報
提
供
を
実
施
し
て
戴
く
こ
と
を
要
請
致
し
ま
す
。 

 
 

二
、
前
記
研
修
、
勉
強
会
、
情
報
提
供
に
際
し
て
は
、
法
学
上
の
視
点
の

み
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
特
に
社
会
学
的
視
点
、
発
達
心
理
学
的
視
点
、

そ
の
他
隣
接
諸
科
学
的
視
点
か
ら
の
啓
発
に
留
意
し
て
、「
子
の
福
祉
」

と
は
何
で
あ
る
か
が
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
記
研
修
、 
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勉
強
会
、
情
報
提
供
に
際
し
て
は
、
相
当
な
る
外
部
講
師
を
招
聘
す
る 

こ
と
を
要
請
致
し
ま
す
。 

 

理
由 

 

一
、
我
が
国
の
家
事
調
停
、
審
判
に
お
い
て
は
、
法
的
監
護
権
を
持
た
ぬ
親

を
親
と
し
て
正
当
に
扱
わ
ず
、
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
法
的
立
場
の
弱

い
親
を
一
方
的
に
押
さ
え
つ
け
る
運
用
で
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
多
数

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
我
々
の
集
積
し
た
事
例
の
み
な
ら
ず
、
家
事
調
停
・

審
判
の
経
験
当
事
者
か
ら
多
く
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

 

又
、
現
在
我
が
国
は
諸
外
国
か
ら
、
国
際
的
な
子
の
奪
取
に
関
す
る
民

事
面
の
ハ
ー
グ
条
約
の
批
准
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

至
っ
た
主
た
る
理
由
は
、
前
掲
の
法
律
運
用
に
あ
る
。
離
婚
後
、
親
権
者

を
単
独
と
す
る
法
制
度
下
で
あ
っ
て
も
、
仮
に
、
司
法
が
離
婚
・
別
居
事

案
に
つ
き
親
子
の
絆
を
基
本
的
人
権
と
し
て
正
当
に
重
視
し
た
法
律
運
用

を
行
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
は
立
ち
至
っ
て
い
な
い
は
ず
で

あ
る
。 

 

二
、
我
が
国
の
家
事
調
停
、
審
判
、
人
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
は
単

に
親
の
権
利
の
客
体
と
し
か
看
做
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
向
、
権
利
が

正
当
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
又
、
家
庭
裁
判
所
は
そ
の
科
学
性



3 

 

の
低
さ
か
ら
、
子
の
意
思
、
心
理
状
態
を
評
価
す
る
力
に
欠
け
て
い
る
。 

 
 

又
、
乙
類
審
判
事
項
で
あ
り
な
が
ら
、
人
事
訴
訟
の
付
帯
処
分
と
し
て

為
さ
れ
る
親
権
者
の
指
定
、
家
事
審
判
で
為
さ
れ
る
親
権
者
変
更
、
監
護

者
指
定
・
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
態
依
然
の
安
易
な
監
護
の
継
続
性
、

母
性
優
先
に
依
拠
し
た
判
断
の
み
が
優
先
さ
れ
、
子
と
別
居
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
親
と
の
関
係
の
継
続
性
が
重
視
さ
れ
な
い
た
め
、
子
の
福
祉
が
担

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
以
上
の
点
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
下

級
裁
判
所
裁
判
官
へ
の
社
会
学
的
視
点
、
発
達
心
理
学
的
視
点
、
そ
の
他

隣
接
諸
科
学
的
視
点
か
ら
の
啓
発
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

三
、
従
前
、
我
が
国
司
法
に
お
い
て
は
、
両
親
が
別
居
す
る
事
案
に
際
し
、

別
居
す
る
親
子
の
関
係
は
制
限
し
な
け
れ
ば
子
が
安
定
性
を
欠
く
た
め
子

の
福
祉
に
適
わ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な

学
説
・
見
解
は
否
定
さ
れ
、
先
進
諸
外
国
で
は
子
の
福
祉
の
必
要
性
か
ら
、

離
婚
・
未
婚
に
つ
い
て
も
親
権
、
事
実
上
の
監
護
を
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
に

行
使
す
る
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
立
す
る
法
律
運
用
に
終

始
し
て
い
る
の
は
我
が
国
だ
け
で
あ
り
、
国
際
社
会
の
中
で
孤
立
を
深
め

る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

又
、
離
婚
後
、
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
子
の
養
育
を
担
う
こ
と
に
つ
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き
、
我
が
国
風
土
に
馴
染
ま
な
い
、
或
い
は
日
本
で
は
片
方
の
親
の
み
で

子
ど
も
は
十
分
に
育
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
も
失
当
で
あ
る
。 

従
来
、
我
が
国
風
土
に
は
子
ど
も
の
た
め
に
は
両
親
が
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
考
え
方
が
根
付
い
て
い
た
。
そ
の
た
め

か
つ
て
裁
判
所
は
、
未
成
年
子
が
存
在
す
る
夫
婦
の
離
婚
を
認
め
る
こ
と

に
消
極
的
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

と
こ
ろ
が
昭
和
六
十
年
代
以
降
、
婚
姻
の
事
実
上
の
破
綻
の
み
を
理
由

と
し
て
離
婚
を
容
認
す
る
、
い
わ
ゆ
る
破
綻
主
義
離
婚
の
法
理
が
導
入
さ

れ
は
じ
め
、
裁
判
所
は
積
極
離
婚
主
義
へ
と
転
じ
た
。 

 
 

 

破
綻
主
義
離
婚
に
は
肯
定
す
べ
き
側
面
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
否
定
す
べ

き
も
の
と
は
考
え
な
い
が
、
未
成
年
子
の
存
在
す
る
と
き
、
そ
の
運
用
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
と
思
料
す
る
。 

 
 

 

そ
も
そ
も
破
綻
主
義
離
婚
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
福
祉
を

担
保
す
る
た
め
に
、
離
婚
後
の
共
同
親
権
あ
る
い
は
共
同
監
護
等
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
法
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 
 

 

ド
イ
ツ
で
は
、
単
独
親
権
制
度
か
ら
共
同
親
権
制
度
へ
移
行
す
る
際
の

前
提
条
件
と
し
て
、
完
全
破
綻
主
義
離
婚
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。 
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以
上
に
鑑
み
れ
ば
、
我
が
国
司
法
は
本
来
一
体
的
導
入
が
必
要
で
あ
る

外
国
法
理
を
恣
意
的
に
取
捨
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
の
福
祉
を
害
す

る
現
状
を
招
来
せ
し
め
て
い
る
と
し
か
評
価
で
き
な
い 

 

四
、
親
が
我
が
子
と
生
き
る
権
利
、
子
が
親
を
求
め
る
権
利
は
自
然
人
と
し

て
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と
は
、
国
際
法
理
上
確

立
さ
れ
た
認
定
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
と
前
項
を
総
合
す
れ
ば
、
別
居
す
る

親
が
子
の
養
育
に
資
す
る
こ
と
は
、
子
の
最
善
の
利
益
に
適
う
と
い
う
推

定
原
則
に
従
っ
た
法
律
運
用
が
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

五
、
我
々
が
頭
書
に
お
い
て
求
め
て
い
る
の
は
、
個
別
事
案
に
お
い
て
相
手

方
と
の
対
立
か
ら
、
子
に
会
え
な
く
な
っ
て
い
る
親
を
救
済
し
て
戴
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
法
律
運
用
に
あ
た
っ
て
、
瑣
末
な
民
法
上
の

法
理
解
釈
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
前
記
の
大
前
提
を
基
礎
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
親
と
子
の
個
人
対
個
人
の
関
係
が
正
当
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。 

 
 

 

そ
の
為
の
礎
と
な
る
具
体
的
方
策
と
し
て
、
要
請
事
項
の
と
お
り
要
請

す
る
も
の
で
あ
る
。 
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以
上
に
つ
き
考
慮
し
て
戴
く
べ
く
、
頭
書
を
提
出
致
し
ま
す
。 

 提
出
団
体 

香
川
県
高
松
市
国
分
寺
町
新
居
一
八
〇
〇
‐
二
一 

一
般
社
団
法
人 

親
子
の
絆
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

北
海
道
札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
一
丁
目
四
‐
一
五
‐
六
〇
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面
接
交
流
ネ
ッ
ト 

  
 

 
 

北
海
道
札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
一
四
丁
目
南
二
‐
二 
ニ
ュ
ー
南
郷

サ
ン
ハ
イ
ツ
一
Ｆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ト
オ
ヤ
ネ
ッ
ト
さ
っ
ぽ
ろ 

  
 
 
 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
‐
一
二
‐
四
コ
イ
ト
ビ
ル
三
Ｆ 

一
般
社
団
法
人 

共
同
親
権
運
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ク
（
Ｋ
ネ
ッ
ト
） 


